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第 41 回 滋賀県理学療法学術集会 開催のご案内 

【開催日】 2026 年 7 月 12 日（日） 

【会 場】 米原市役所 コンベンションホール 会議室 3A・3B・3C 

【テーマ】 標準化と個別性の往還 

【学会長】 前川 遼太（近江温泉病院） 

【準備委員長】 太田 香穂理（ケアセンター蒲生野） 

【事前参加登録】 セミナー番号：157318 

        JPTA アプリにてセミナー番号で検索してください。 

【基調講演】  「動作分析の標準化と個別性」 

        畠中 泰彦 氏 (鈴鹿医療科学大学 保健衛生学部 教授) 

【教育講演】 「体幹機能評価の標準化と個別性」 

              鈴木 俊明 氏 (関西医療大学 副学長 大学院研究科長 教務部長 

        「心大血管リハビリテーションの標準化と個別性」 

        澁川 武志 氏 (南草津ひだまりハートクリニック） 

        「災害支援の標準化と個別性」 

              齋藤 恒一 氏 (鈴鹿医療科学大学 保健衛生学部） 

「運動器リハビリテーションの標準化と個別性」 

       工藤 慎太郎 氏 (森ノ宮医療大学 総合リハビリテーション学部 

                   理学療法学科 インクルーシブ医科学研究所） 

【市民公開講座】 「参加するだけで健康になる落語会」 

        笑って動いてためになる 自称セラピスト落語家による介護予防落語の世界 

        中谷 知生 氏 (医療法人 尚和会 宝塚リハビリテーション病院） 

【学会 HP】 https://www.shigagakkai2026.com/ 

         

 

士会ホームページ 

https://www.shigagakkai2026.com/


【ＳＮＳ】 X：＠shigagakkai2026      Instagram：＠shigagakkai2026 

 

                      

 

【こんな本読みました】  並河 孝 氏 

 

本の名前：『家で死のう！』 

監 修 ：萬田緑平（まんだ りょくへい：在宅緩和ケア医） 

価 格 ：1400 円(＋税) 

出版社 ：フォレスト出版株式会社 

 

最初に「なぜ、病院で死ぬのは苦しいのか？ 死そのものは本来、

苦しいものではありません。しかし、病院で治療を続けると、体力

の限界まで「生きさせられる」から苦しいのです。この一文を読

み、病院内では当たり前のことを打ち破られた気持ちになった。自

分の人生の最終章を考え直すきっかけにもなった。第 1 章は、病気は老化の段階に名前をつけただけ

で、人間は必ず老化して治せない。外部からやってくるのではなく、年を重ねて体が弱り臓器は寿命を

迎え、最後に心臓が止まり死を迎えるのです。つまりそれを病気と呼んでいるのです。医師から検査の

結果○○という病気ですと言われると「どうして急に病気に・・」「健康に気を付けていたのに・・」

ということに、しかし人間の細胞は一日一日老化が進んでいるのです。いつ病気になっても不思議なこ

とはないのです。自分の車が急に動かなくなるのと同じことと書かれている。また心臓はほかの臓器に

比べて最も頑丈に出来ていて、最後まで動いている。心臓が止まった時が人の死である。医療は人間の

全体像、人間の幸せをないがしろにして目の前の病気(老化)を治すこと、死なせないことに注力しすぎ

たのではないでしょうか！と書かれている。長生きに逃げても、不幸なら意味がないと提唱している。

自らの老化を認め、人は必ず死ぬことを認めない限り、延命治療は死ぬまで続きます。このことをいつ

気づけるかが穏やかな死を迎えるためのスタートになると書いている。病院には治療を受けない人はほ

とんど来ないので、治療しない＝重症化すると思い込んでしまう。しかし著者の在宅の患者さまは全員

ががんを放置している。大きな腫瘍を抱えて生きている。著者は治療するよりも、生きることを上手に

支えてあげた方が、むしろ長く生きられると思っているとのこと、病院の医師はこのことを知らないだ

けと書いている。著者はどうやって粘り強く生き抜くか、どう辛くないように生きるかをとことん説明

するとのことで、家族にもどう生きるかという視点に驚かれるようです。ご家族の大半は笑顔で帰って

行かれるとのことです。病院勤務の人に、まだ多くの示唆を与えてくれる一冊に“目からうろこ”を体験

した。是非ご一読頂きたい。 

 



士会ニュース 2026 年～2027 年の発行予定ならびにお願い 

★発行予定について 

2026 年度の発行回数は昨年度同様、年４回になります。 

発行月は 2026 年 5 月(今回)，8 月，11月，2027 年 2月になります。 

尚，2026年 5 月，11 月が簡易版（SNS掲載のみ）になり，2026 年 8月，2027年 2 月がカラー版にな

ります。 

以下に発行月と締切日を示します． 

2026年 5 月号  締切日 2026年 3月 25日(発行済み) 

2026年 8 月号  締切日 2026年 6月 25日 

2026年 11月号  締切日 2026年 9月 25日 

2027年２月号  締切日 2026年 12月 25日 

 

記事を掲載希望の方は，お間違えのないよう，広報部までご連絡下さい。 

★お願い 

・記事掲載の文書で日時を記載はする際は，西暦表示で作成していただくよう，宜しくお願 

い致します。 

問い合わせ先 Mail：shigaptnews＠yahoo.co.jp  広報部 西村 

 

事務局便り 

情報の更新をお願いします！  

 

異動や退職等で住居を異動されたにも関わらずマイページの変更を行っていない方がおられます。郵送

物が届かない等のトラブルがございます為、職場・住居を異動されました場合は必ずマイページの更新

をお願い致します。  

情報の更新で不明な点がある場合は日本理学療法士協会へ問い合わせをお願い致します。  

 

士会からの郵送物の配送先について  

士会からの郵送物に関して職場ではなく自宅への配送に変更を希望される方がおられます。県士会では

職場を登録していただいております方は郵送料の観点から原則として職場へ郵送することになっており

ます。また、職場の登録を削除されますと生涯学習の分野において支障が出る可能性がございます。  

会員の皆様には不便をお掛け致しますが、職場への郵送となります事にご理解とご協力をお願い致しま

す。  

 

会員個人へのメール配信開始のお知らせ  

昨年よりブラストメールを活用し県士会の情報を会員の皆様へ配信させていただいております。配信を

希望される会員の方はマイページのメールアドレスの登録をお願い致します。ご理解とご協力をお願い

致します。  



滋賀県理学療法士会問い合わせ先一覧 (a)は@に置き換えてください  

事務局 公文書発行 発送物関係  ホームページ原稿受付 

jimukyoku(a)shiga-pt.or.jp  担当：池谷 TEL/FAX: 0749-46-0001   

※お問い合わせ等は、できる限りメールにお願いいたします。  

※会員への配布物については、ブラストメールにて対応しますので、PDFでお送りください。 

 

入会、異動、休会  

異動届は協会ホームページ（マイページ）上から行うことになっています。  

http://www.japanpt.or.jp/  

 

財務関係  

keirijim(a)shiga-pt.or.jp 担当：滋賀医大 川波 TEL/FAX 077-548-2670  

 

士会ニュース原稿受付 広報部  

shigaptnews(a)yahoo.co.jp 担当：公立甲賀病院 西村  

 

介護報酬部  

shigaptkaigohousyuu(a)gmail.com 担当：田代クリニック 片岡  

 

診療報酬部  

namie(a)kou-sei-kai.or.jp 担当：琵琶湖中央リハビリテーション病院 浪江 

※お問い合わせ等の際には、メールの件名に「診療報酬部への問い合わせ」と明記してください。  

 

生涯学習関係 生涯学習管理部  

h-kawasaki(a)pt-si.aino.ac.jp 担当：びわこリハビリテーション専門職大学 川崎    

TEL 0749-46-2311  

 

厚生事業関係 厚生部  

ptshiga_kouseibu(a)yahoo.co.jp  担当：東近江市蒲生医療センター 奥田  

 

公益事業部  

shigapt_k_mk2016(a)yahoo.co.jp 担当： 

甲賀市役所 健康福祉部 高齢福祉課 地域包括支援係 岸本  

 

障がい者スポーツ支援部  

ptshiga.parasports(a)gmail.com 担当：びわこリハビリテーション専門職大学 安田  

教育部  

ptkyouikubu(a)yahoo.co.jp 担当：大津赤十字病院 中川 



 


